
問い合わせ先
がん撲滅特別対策室子宮頸がん撲滅のためのHPV検査無料化

市町が実施する子宮頸がん検診において、子宮頸がん
の罹患率が高い年齢層（３０歳から４４歳まで）のＨＰＶ
併用検査費用を無料化

⇒全県下でＨＰＶ併用検査を無料化することにより
子宮頸がんの撲滅を図る

～子宮がん死亡率ワーストからの脱却～
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自己免疫により
ほとんどが消失 ●この段階で発見し治療できれば、子宮の温存も可能

●そのためには、子宮頸がん検診（細胞診検査）にＨＰＶ

検査を併用することが有効


